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（訂正・数値データ訂正）「2025 年 12 月期 決算短信〔日本基準〕（連結）」の 

一部訂正に関するお知らせ 

 

 

2026 年２月 13 日に公表しました「2025 年 12 月期 決算短信〔日本基準〕（連結）」の記載内容に一部訂

正すべき箇所がありましたので下記のとおりお知らせします。なお、訂正箇所には下線を付して表示してい

ます。 

記 

1. 訂正の理由 

「2025 年 12 月期 決算短信〔日本基準〕（連結）」の発表後、記載内容の一部に誤りがあることが判明

したため、当該箇所の訂正を行うものです。なお、今回の訂正による連結損益計算書への影響はありま

せん。 

 

2. 訂正内容 

 

サマリー情報 

３．2026 年 12 月期の連結業績予想（2026 年１月１日～2026 年 12 月 31 日） 

 

【訂正前】 

   

【訂正後】 

 

  



 

 

添付資料 

1． 経営成績等の概況 

（３）当期のキャッシュ・フローの概況 
 

【訂正前】 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 
営業活動によるキャッシュ・フローは 1,354 百万円の収入（前連結会計年度は 1,010 百万円の収入）となりまし

た。これは主に、税金等調整前当期純利益 907 百万円の計上や未払金の増減額 321 百万円等の増加要因があったこ
とによるものです。 

 

【訂正後】 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 
営業活動によるキャッシュ・フローは 1,354 百万円の収入（前連結会計年度は 1,010 百万円の収入）となりまし

た。これは主に、税金等調整前当期純利益 907 百万円の計上や未払費用の増減額 232 百万円等の増加要因があった
ことによるものです。  



 

１．経営成績等の概況 

（４）今後の見通し 

 

【訂正前】 

①クリエイティブ＆エンジニアリング 
本サービスラインでは、主に日本のクライアントの事業アイデア創出からプロダクト開発・プロダクトの継続

的な成長をクリエイティブとエンジニアリング面で支援しており、クライアントとの準委任契約もしくは請負契
約により収益が発生します。 
2026 年 12 月期のユニーク顧客数と月額平均顧客売上は、2025 年 12 月期までの受注実績の推移を基に設定し

ています。2026 年 12 月期におけるユニーク顧客数は新規顧客数の増加トレンドを見込み、前期より 16 社増加の
301 社を見込んでいます。また、月額平均顧客売上は前期より 354 千円増加の 5,411 千円と想定し、本サービス
ラインの 2026年 12 月期売上高は 13,744 百万円を見込んでいます。 

 
②タレントプラットフォーム 

本サービスラインでは、国内外で IT 人材の発掘・育成を行い、クライアントのデジタライゼーション推進を
人材面で支援しています。 
IT 人材の求人ニーズは増加傾向にあり、2026 年 12 月期もこのトレンドが継続することを見込み、本サービス

ラインの 2026年 12 月期売上高は 2,520 百万円を見込んでいます。 
 

③インキュベーションその他 
本サービスラインでは、主にエンターテインメント領域のゲームや縦読みマンガといったデジタルコンテンツ

の製作、プロアーティスト専用のファンコミュニティシステムの開発・運営を行っています。 
新規および既存のコンテンツやサービスの安定的な需要が予想され、本サービスラインの 2026年 12 月期売上

高は 1,936 百万円を見込んでいます。 
 

以上の各サービスラインの状況により、2026 年 12 月期の連結業績見通しにつきましては、売上高 18,201 百万
円、売上総利益 9,113 百万円、営業利益 1,714 百万円、経常利益 1,900 百万円、親会社株主に帰属する当期純利
益 1,389 百万円を見込んでいます。 

 

【訂正後】 

①クリエイティブ＆エンジニアリング 
本サービスラインでは、主に日本のクライアントの事業アイデア創出からプロダクト開発・プロダクトの継続

的な成長をクリエイティブとエンジニアリング面で支援しており、クライアントとの準委任契約もしくは請負契
約により収益が発生します。 
2026 年 12 月期のユニーク顧客数と月額平均顧客売上は、2025 年 12 月期までの受注実績の推移を基に設定し

ています。2026 年 12 月期におけるユニーク顧客数は新規顧客数の増加トレンドを見込み、前期より 16 社増加の
301 社を見込んでいます。また、月額平均顧客売上は前期より 354 千円増加の 5,411 千円と想定し、本サービス
ラインの 2026年 12 月期売上収益は 13,744 百万円を見込んでいます。 

 
 

②タレントプラットフォーム 
本サービスラインでは、国内外で IT 人材の発掘・育成を行い、クライアントのデジタライゼーション推進を

人材面で支援しています。 
IT 人材の求人ニーズは増加傾向にあり、2026 年 12 月期もこのトレンドが継続することを見込み、本サービス

ラインの 2026年 12 月期売上収益は 2,520 百万円を見込んでいます。 
 

③インキュベーションその他 
本サービスラインでは、主にエンターテインメント領域のゲームや縦読みマンガといったデジタルコンテンツ

の製作、プロアーティスト専用のファンコミュニティシステムの開発・運営を行っています。 
新規および既存のコンテンツやサービスの安定的な需要が予想され、本サービスラインの 2026年 12 月期売上

収益は 1,936 百万円を見込んでいます。 
 

以上の各サービスラインの状況により、2026 年 12 月期の連結業績見通しにつきましては、売上収益 18,201 百
万円、売上総利益 9,113 百万円、営業利益 1,714 百万円、税引前利益 1,900 百万円、親会社の所有者に帰属する
当期利益 1,389 百万円を見込んでいます。  



 

３．連結財務諸表及び主な注記  

（１）連結貸借対照表 

 

【訂正前】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

【訂正後】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

３．連結財務諸表及び主な注記  

（４）連結キャッシュ・フロー計算書 

 

【訂正前】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

【訂正後】 

 
 

 


